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  このアンケートは，子どもたちや保護者，地域の方々の一人一人の声を大切

にすると共に，共通認識のもと連携して取組をすすめ，子どもたちの学校生活

をよりよいものにすることを目指しています。 

  

 １０月 特別号 

【児童・保護者アンケートより  】 

                Ａ・よくできている   Ｂ・大体できている    Ｃ・あまりできていない Ｄ・できていない  

 【確かな学力について】 

 項目１～６の中では，「５．読書の習慣が身についている」において，

低学年・高学年・保護者とも一番低い評価が見られました。昨年度も同様

の結果が見られ，生活の中に読書をする余裕がないのではと考えられてい

ます。全国学力調査，ジョイントプログラム等の結果も良好で，家庭学習

の時間も全国平均を上回っていることから，なかなか読書の時間がとれな

いかもしれませんが，知識の幅を広げたり感受性を養ったりするためにも

読書に親しむ態度を育んでいきたいと思います。また「２．話を聞き，思

いを発表する」についても他の項目より評価が低くなっています。今後も

国語科だけでなく各教科において話し合い活動を取り入れた授業をして

いく必要があると考えられます。また全体的に平均すると評価は悪くない

のですが，児童の評価よりも保護者の評価が低いことからも，個々の課題

はたくさんあると考えられますので，実態に応じた課題改善に取り組んで

いきたいと思います。  

【豊かな心について】 

 ７～９の項目の中では「７．進んであいさつをする」の保護者の方の評

価が低くなっています。「声かけ運動」等で地域の方にもお世話になって

おり，学校・保護者・地域ともに取り組んでいくべき重要な課題であると

思いますが，児童の評価から見てもわかるように高学年になるにつれて挨

拶ができにくくなっているようです。前期の終業式でも話をしましたが

「先大見笑（先に大きな声で相手の顔を見て笑顔で）」を意識して，高学

年が率先をして気持ちのいい挨拶ができるように，今まで以上に学校全体

や各学級で指導していきたいと思います。  

【健やかな体について】 

 「１０．基本的な生活習慣が身についている」の項目では特に高学年

児童の評価が低くなっています。家庭生活における食事や睡眠時間などの

生活リズムの乱れは，学校生活の充実や学力向上の妨げになります。心身

ともに健全に学校生活を送るためにも早寝早起きを始めとする基本的生

活習慣が定着するように指導していきたいと思います。  

 今回の結果をもとに，今後も一人一人の学校生活をより豊かにしていけ

るように教職員一同取り組んでいきたいと思います。保護者の皆様・地域

の皆様にもご理解ご協力のほどよろしくお願いします。 
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 教職員アンケートより 

【確かな学力について】 

 保護者・児童のアンケート結果と同様に「読書習慣」におい

て評価が低くなっています。「１００冊読書」の意識付けや「朝

読書」の充実など今後も継続して取り組んでいく必要がありま

す。また教育後援会から読書本を贈呈していただいたり選書会

で児童の興味のある本を揃えたりして，読書環境の整備にも取

り組んでいますので，今後はさらに読書内容の充実にも目を向

けていきたいと思います。また「話す聞く」「粘り強さ」を培

うために，児童が主体的に学習に取り組む授業の充実を心がけ

ていきたいと思います。  

【豊かな心について】  

保護者の方の結果同様「挨拶」の評価が低くなっています。

登校時だけでなく友達，先生，保護者や地域の方に対する日常

の挨拶の様子から教職員も問題意識を感じています。長期休業

明けの「朝の声かけ運動」が期間を長くして取り組んでもらえ

るようになりましたので，学校全体や各学級でも気持ちのいい

挨拶が出来るように指導していきたいと思います。 

【健やかな体について】 

 「基本的な生活習慣」の評価が低く，特に就寝時間が遅いの

が気になります。高学年になるにつれて習い事等で遅くなって

しまうのだと思われますが，学校生活の基盤となる大事な項目

ですので，今後も家庭と連携をとりながら改善に向けて指導し

ていきたいと思います。   

  

 １０月１７日（金）第２回学校運営協議会（PKF）より 

「保護者・児童・教職員アンケート」の結果を受けて，学校運営協議会（PKF）で話し合いを行いました。  

 まず「挨拶」についていろいろなご意見を伺いました。学校運営協議会の方からも日頃の様子から，挨拶をしっかりする子もいれば恥ずかしいのか全くしない子もいるとい

う感想を伺いました。それを受けまして，学校全体や各学級での呼びかけ，朝の声かけ運動等の取組を継続していくことはもちろん，周りの大人が見本となって子どもたちが

挨拶をする必然性を感じるような環境を作ることが大事ではないかというご意見をいただきました。隣近所を始めとして地域の中で大人同士が日頃からコミュニケーションを

取り合う中で，その大人同士のつながりが子どもにもつながり，子どもに挨拶をする必然性が生まれてくるのではないかというご意見でした。学校の取組だけではなかなか改

善しにくい問題でもありますので，保護者や地域の方と協力しながら，内面から自然と発生するような挨拶が出来るように子どもたちを育てていきたいと思いますので，今後

もご協力をお願いしたいと思います。  

 「読書習慣」については図書ボランティアさんからのご意見を伺いました。昨年度より図書室の利用が減っているように感じておられ，もっと気軽に本を手にできるように

なってほしいとの事でした。学級文庫やミニ図書等で気軽に本に親しめるような環境作りも大事である一方，図書室を安らぎの場として利用する子が増えてくれればというご

意見をいただきました。また保護者や地域の方にも図書室や子どもたちの読書の様子を知っていただきたいというご意見もいただきました。  

 アンケート以外では，子どもたちにもっと外で遊んでほしいというご意見を伺いました。運動会前に公園でリレーの練習をしたり野鳥遊園で虫取りをしたりする姿を見ると

嬉しくなるという事でした。家の中で一日中ゲームや携帯等で遊んでいる子が増えている中で，安全面やマナーに気を付けながらどんどん外で元気に遊んでほしいという意見

は皆さん一致しました。 

 今年度も前期が終わり，後期に入りました。前期のアンケートの結果からよかった点については今後も継続するようにしながら，評価の低かった項目や個々の課題改善に向

けて保護者や地域の皆様と連携しながら取組を進めていきたいと思いますので，今後もご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。 


